
2023～2024 年度 第 1 回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和５年４月１０日（月） 会 場 Web 会議 

出 席 者 

担当副会 長 杉本  勝郎 ・ 山口 英生（補佐） 

委 員 長 寺本   勉 

副 委 員 長 大西  智子 ・ 大沢 匠 ・ 岡崎  秀祐 ・ 小笠原修司  

委 員 小澤 勝美・ 根岸 光司・ 平山 正義 ・ 廿日出頼秀（欠） 

      小島 紀雄（欠） ・ 藤岡 裕 ・ 三橋 要（欠）・ 稲葉 勉 

事 務 局 小林 恵美  

 

１．あいさつ 

  杉本副会長 

  山口副会長 

  寺本委員長 

 

２．報告 

（１）相模原市の景観整備機構の担当課の名称が建築政策課となった。（旧 建築住まい政策課） 

（２）日事連作成の『景観・まちづくり活動事例集』が出来上がった。Webでも公開している。 

   Web版の URLを事務局から委員へ送付する事となった。 

 

３．議題 

（１）湯河原町の進捗確認 

  ①川端公園提案検討について 

   当初、避難タワー・マリンスポーツ拠点等を検討していたが、建蔽率が 3％の為『駐車場・駐輪場・

トイレ』の提案となった。町に提出し、町から県へも提出された。 

  ②幕山公園提案検討について 

   総会後の新体制で検討することとなった。 

 

（２）3/15開催「景観整備機構指定勉強会第 4回」「官民連携の景観まちづくりの事例に学ぶ」について 

  ①事業報告書（収支）について 

   ・総財務委員会より、収支がマイナスとなっている事について意識改革が必要との提言が報告された。 

   ・行政の受講者が多く、会員の受講者が少なかったことから、収支がマイナスとなってしまっている。

今後は会員にも景観整備機構及び委員会の活動をアピールし、受講者を増やす方法を検討する。 

  ②委員・ウェビナーアンケートより感想・意見等 

   ・内容はよかったが、反応が薄かったように思う。（特に行政） 

   ・内容がよかった為、会員に対するアピールが足りていなく勿体ないと感じた。 

   ・会場にいた為、講師に直接質問等することができよかった。 

   ・メイン（官民連携・パーク PFIの実例）が後半、前半に委員会活動報告の構成がよかった。 

   ・今後の開催方法（web・参集）を決めておいた方がよいのではないか。 

   ・今回作成した『景観・まちづくり』活動のあゆみ（パンフレット）の説明会を開催してはどうか。 

   ・講師の中西氏の反応も知りたい。 

・アンケートより、主なテーマについて評価をもらった。 

   ・アンケートでは webでの講習会を希望する人が多い。 

  ③web配信の状態が不安定との報告が事務局よりあり、山口副会長が事務局のパソコンのスペックや web

回線について確認することとなった。 

 

（３）景観整備機構(相模原市)活動について 

  ①相模原市若葉まつり（5/13～14開催）出展について 

   ・『景観・まちづくり』活動のあゆみ（パンフレット）から写真をピックアップし、Ａ２サイズ１～

２枚のパネルを景観整備機構の予算で作成し、展示することとなった。（担当：杉本副会長） 

   ・相模原市は了承済みとの報告が杉本副会長よりあった。 

  ②2022年度事業報告書・決算書、2023年度事業計画書・予算書提出について 

   事業報告書及び計画書については杉本副会長が作成、決算書及び予算書については大西副委員長と小



笠原副委員長が確認することとなった。 

    昨年度提出した報告書等を事務局から参考に送付することとなった。 

 

（４）『景観・まちづくり』活動のあゆみ（パンフレット）及び認定証カードについて 

  ・最終版を岡崎副委員長に作成いただき事務局より委員にメールで送付し、各自 4月 16日（日）まで

に確認を行い 4月 17日（月）印刷発注することとなった。 

  ・認定証カードについては、B 案に決定した。 

  ・ダイジェスト版を作成し行政に配布することを今後検討することとなった。 

 

（５）伊勢原市まちづくり審査会担当について 

   岡崎副委員長を推薦することとなった。 

 

（６）新年度担当について 

   新年度の体制について検討された。 

 

 

次回委員会 令和５年５月１５日（月）１５時～ 

 

 

 

以上 

 

 


